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昨
年
刊
月
初
己
に
起
工
式
を
終
え
た
総
合
運
ガ
あ
り
¥
続
い
て
作
業
鞍
長
弓
指
一
尉
の
工
事

動
公
爵
建
設
事
業
も
¥
い
よ
い
よ
施
工
の
第
?
概
要
説
明
ガ
あ
り
ま
し
疋
。
こ
の
あ
と
¥
木
原

段
酷
で
あ
る
叡
地
造
成
工
事
に
入
り
¥
去
る
?
教
導
隊
長
と
大
久
保
助
役
ガ

2
台
の
中
型
ド

同
日
E
陸
上
自
衛
鞍
勝
田
施
設
学
校
の
手
に
よ
ザ
i
に
分
棄
し
¥
鍬
入
れ
の
儀
を
行
な
い
式
は

り
着
工
式
ガ
厳
粛
の
う
ち
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
だ
。

こ
の
白
、
厳
し
い
寒
気
の
顧
地
造
成
現
場
に
は
¥
こ
の
工
事
は
顛
地
造
成
第
ペ
i

期
工
事
で
ペ
i

月

大
型
ド
l
ザ
|
5台
¥
中
型
ド
ザ

1
4台
¥
恰
自
力
ら

5
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
¥
タ
タ
巴
的

パ
ッ
ク
ホ

i
7台
等
の
工
事
時
大
型
機
械
ガ
整
広
場
¥
体
脅
舘
建
設
用
地
等
面
積
七
五
¥
0
0

黙
と
置
か
れ
¥
そ
れ
を
パ
w
ノ
フ
に
作
業
瞭
長
以

O
肘
¥
取
扱
土
量
二
八
二
、
六
一

O
貯
と
大
規

下
灯
名
の
隊
員
の
皆
さ
ん
ガ
規
律
正
し
く
整
到
摸
な
も
の
で
す
。

さ
れ
¥
午
前
叩
詩
に
式
、
ガ
始
ま
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
¥
懸
命
に
男
力
さ
れ
て
い

先
づ
¥
冨
旗
掲
揚
の
あ
と
¥
施
設
教
導
隊
長
る
弓
指
作
業
献
長
以
下
U
名
の
作
業
瞭
買
の
比
白

木
顕
一
佐
、
菅
顕
町
議
会
議
長
等
町
・
実
施
部
さ
ん
の
活
醒
ぶ
り
を
見
学
さ
れ
て
は
如
何
で
し

隊
・
来
賓
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
撲
拶
¥
祝
辞
ょ
う
か
。

地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
の
新
し
い
生

き
が
い
と
連
帯
を
求
め
て
地
道
に
活
躍

し
て
い
る
団
体
等
に
対
し
て
、
毎
年
贈

ら
れ
て
い
る
茨
城
県
パ
ラ
賞
の
昭
和
白

年
度
褒
賞
が
、
当
町
で
は
大
洗
町
漁
業

協
同
組
合
婦
人
部
(
今
関
ひ
き
部
長
外

出
名
)
に
決
定
し
、
去
る
ロ
月
2
B
茨

城
県
武
道
館
で
行
な
わ
れ
た
褒
賞
式
典

で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

何
事
に
つ
け
て
も
、
行
政
依
存
指
向

の
強
い
現
社
会
に
あ
っ
て
、
大
洗
漁
協

婦
人
部
の
活
動
は
単
に
組
合
の
内
部
事

業
に
止
ま
ら
ず
、
外
に
向
け
て
の
社
会

奉
仕
活
動
を
も
積
極
的
に
実
践
し
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
そ

の
実
積
が
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
次
の
と

お
り
で
す
。

。
地
域
に
お
け
る
清
掃
奉
仕

洗
議
協
嬬
人
部
護
費

.
魚
市
場
・
埠
頭
用
地
一
管
の
清
掃
を

「
大
洗
港
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
の
中

核
と
な
っ
て
、
定
期
的
に
年
4
回
実
施

し
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

自
発
的
な
白
、
王
活
動
と
し
て
、
心
な
い

釣
り
客
等
に
よ
り
ひ
ど
く
汚
さ
れ
て
い

る
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
局
辺
区
域
の
清
掃
や
、

公
共
用
便
所
の
清
掃
を
行
な
い
、
来
遊

者
や
港
湾
関
係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

る。
O
海
難
遺
児
助
け
合
い
全
国
運
動

年
間
を
通
じ
て
募
金
活
動
を
行
っ
て
い

る。
。
地
元
の
魚
(
ま
こ
が
れ
い
・
か
わ

は
ぎ
・
え
び
・
い
わ
し
等
)
を
使
っ
た

郷
土
料
環
講
習
会
等
を
開
き
、
郷
土
の

味
を
広
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

大
洗
漁
協
婦
人
部
の
皆
さ
ん
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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大洗町告示第25号

地方自治法第243条の 3第 l項及び大洗町財政状況の作成及

び公表に隠する条例によりわたしたちの町の財政状況(昭和61

年4月1Bより 9月初日)を次のとおり公表します。

執行済額…1，573，139千円
(執行率・・・33.6%)

昭和61年麓ー離会計
(性霊童別)状涜

(単位:千円)

結1一昭
収入;高額…1，746，299千円

(収入率・・・37.3%)
予算額…4，680，213千円宏内竹大洗町長

昭和61年12月6日

区 分 9月主主計

人 件 費 1，534，766 

物 {牛 費 354，302 

維持補修費 24，3臼2

扶 助 費 189，126 

補助費等 266，307 

普通建設事業費 1，777，813 

(1) 補 効 328，327 

(2) 単 1虫 1，346，086 

(3) その他 103，400 

災害復i日事業費 4，181 

/山丸一 {貢 費 410，146 

手責 立 金 10，171 

投資及び出資金 541 

貸 イ寸 金 8，480 

繰 出 金 72，380 

予 イ蒲 費 8，608 

メ口入 言十 4，661，213 

(単位:子円)

区 分 現計予算額 I韓韓韓事輯業費等翻予蝿費支出 言十 支出i資額 執行ネ
亙(}流用増減

1 .議 JコEスλ 費 97，141 97，141 46，365 47ツ67 

2.総 務 費 801，750 801，750 373，739 46.6 

3.民 生 費 543，965 543，965 197，354 36.3 

4. i草3 生 費 336，442 336，442 146，155 43.4 

5 労 {動 費 l 1 。 。
6.農林水産業費 240，184 240，184 4臼，104 20.4 

7 磁 エ 費 7l，739 7l，739 44，272 61. 7 

8 二七 木費 I1，601，046 19，000 1，620，046 315，538 19.5 

9. i寄 防 費 191，160 191，160 79，545 41.6 

10.教 育 費 324，960 324，960 139，477 42.9 

11.災害復旧費 4，181 4，181 。 。
12.公 イ麦 費 410，350 410，350 181，590 44.3 

13.諸支出金 29，686 29，686 。 。
14.予 {蒲 費 8，608 8，608 。 。

歳出合計 4，661，213 19，000 4，680，213 1，573，139 33.6 

出(歳

昭和前年震予算執行状現(昭和61年 9月末現在)

(単位:千円)

区 分 毛見計予算額
繰越事業費等

討ー 収入j高額 収入準繰越額充当主主総

1 .町 手見 2，096，576 2，096，576 1，154，158 55ラ06 

2.地方議与税 33，053 33，053 5，670 17.2 

3 娯楽施設利用
42，000 42，000 16，350 38‘9 ー税交付金

4 自動車取得税
19，669 19，669 7，622 38.8 交付金

5. :l也方交付税 389，016 389，016 289，239 74.4 

父通安全対策
4，124 4，124 1，905 46.2 6・特別交付金

7 分担金及び負 79，996 79，996 32，577 40.7 担金

8 使用料及び手
144，259 144，259 70，926 49.2 数料

9 国庫支出金 317，335 7，600 324，935 35，396 10.9 

10.県支出金 319，030 319，030 25，237 7.9 

11 財産収入 271，063 271，063 37，596 13.9 

12.寄 附 金 541 541 1，504 278.0 

13.繰 入 金 151，120 151，120 。 。
14.繰 越 金 37，062 11 ，400 48，462 48，462 100.0 

15.諸 年主 入 207，669 207，669 19，657 9.5 

16 町 {責 548，700 548，700 。 。
歳入合計 4，661，213 19，000 4，680，213 1，746，299 37.3 

題審ー披会計

(歳入)

一融会計地方債現債高

(昭和61年 9月末現在)

一般会言十時有期撞の状現
蓄量昭和前年産特別会計歳入歳出予算執行状i究開(昭和61年 9月末現在j

(単位:千円)

執 11- 害責

ぷz〉=ミ、 言十 名 現計予算額 高是 入 事鼠 出

収入済額 収入'率 支出i斉額 支出率

国民健康保険特別会計 1，313，590 521，334 39.7% 434，100 33.0% 

老人保健特別会計 859，270 343，605 40.0 362，810 42.2 

収益的 337，582 167，363 50.0 116，448 34.5 

水道事業会計
資本的

(収入) 137，925 

(支出) 257，078 4，751 3.4 29，255 11.4 

地方卸売市場 収益的
(収入) 65，262 

(支出) 60，173 28，342 43.4 25，454 39.0 
冷凍冷蔵事業会計

資本的 (支出) 5，089 

桜道土地区画主主環事業会計 389，448 9，660 2.5 23，087 5.9 

サイクリングターミナル事業会計 18，239 9，363 51.3 6，758 37.1 

五E 分 元金米償還客員 構成比

巾机心、 務 イ責 307，574千円 9.8% 

保健衛生僚 55，30百千円 1.8% 

土 木 {費 1，884，643千河 60.3% 

公営住宅債 439，985千円 14.1% 

i宮 !坊 {責 52，679千円 1.7% 

厚生領主tI: 1宣 68，946千円 2.2% 

教 湾z {員 264，909千円 8.5% 

農林水産業債 40，707千円 1.3% 

災害復 16事業債 6，194千円 0.2% 

ヰ奇 哲リ {責 4，990千円 0.1% 

よ口入 言十 3，125，936千円 100.0% 

(昭和61年 9月末現在)

⑧土地・・・…・・・…・...・2，043，558.44m'

1 有価証券……・"47，840千円

1 .行政財産...."408，600. 91m' 

2. 普通財産…1，634，957.53m'

⑧建物H ・H ・....…・……・ 56，276.04m'

1 .行政財産...... 55，856.35m' 

2. 普通財産-…・・…'''419.69m'

曜豊有価証券・基金・… 440，649子円

金一・… 392，809千舟2. ~ま

春
の
全
日
出
火
災
予
時
運
動

@
2
月
鵠
B
1
3月
日
臼
@

「
勝
火
の
大
役

あ
な
た
が
主
役
」

菌
保
だ
よ
ね
ソ

警
の
力
、
ゼ
対
策

カ
ゼ
は
大
き
く
一
一
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
一
つ
は
た
だ
の
カ
ゼ
、
も
う

一
つ
は
イ
ン
フ
レ
エ
ン
ザ
で
す
。

カ
ゼ
の
症
状
は
、
の
ど
が
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
軽
い
セ
キ
な
ど
で
始
ま
り
、

初
め
多
少
の
熱
が
出
ま
す
が
余
り
高

い
熱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
レ

エ
ン
ザ
は
始
め
か
ら
高
い
熱
が
で
て
、

筋
肉
や
関
筋
が
痛
み
ま
す
。

カ
ゼ
は
、
寒
さ
に
対
し
て
油
断
す

る
と
か
が
り
ま
す
。
急
に
寒
く
な
っ

た
時
な
ど
は
衣
類
の
調
節
を
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
外
出
か
ら
帰
っ
た
と

き
は
、
、
つ
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
っ
。

イ
ン
フ
レ
エ
ン
ザ
の
予
訪
と
し
て

は
予
防
接
種
で
す
。

カ
ゼ
の
治
し
方

カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
思
っ
た
ら
ム
リ

を
避
け
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

温
か
く
し
て
早
く
寝
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
普
か
ら
カ
ゼ
に
は
卵
滋
が
よ

い
と
一
一
一
一
首
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
タ
バ

コ
は
カ
ゼ
を
こ
じ
ら
せ
る
兇
敵
で
て

カ
ゼ
を
ひ
い
て
せ
き
を
し
て
い
る
人

が
い
た
ら
一
そ
の
人
の
そ
ば
で
は
契

燈
を
ひ
か
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
思
い

者
人
保
健
だ
よ
り

七
O
歳
以
上
の
お
年
寄
り
(
ね
た

き
り
の
場
合
は
六
五
歳
)
が
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
の
自
己
負
担

金
が
老
人
保
健
法
改
正
に
よ
り
一
月

一
日
よ
り
次
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た
0

0

外

来

一

ヶ

月

八

O
O円

。

入

院

一

日

間

O
O円

ヘ
入
院
に
つ
い
て
は
低
所
得
者
J

一
の
方
は
一
日
三
O
O円
二
ヶ
一

F
月
限
度
で
支
払
い
ま
す
」

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
必

ず
保
険
証
と
老
人
保
健
に
よ
っ
て
交

付
さ
れ
た
健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者

証
が
必
要
で
す
。

七
O
歳
資
格
の
開
始
日

老
人
保
健
医
療
は
七
O
歳
の
誕
生

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
該
当
と

な
り
ま
す
。
例
、
ニ
月
五
日
の
場
合

は
一
一
一
月
一
日
か
ら
該
当
と
な
り
、
二

月一

g
生
れ
の
場
合
は
二
月
一
日
か

や
り
と
い
う
も
の
で
す
。
カ
ゼ
の
症
状

が
二
、
一
一
一
日
す
ぎ
て
も
軽
く
な
る
様
子

が
な
か
っ
た
り
、
せ
き
が
強
く
な
っ
て

き
た
り
し
た
ら
、
早
く
医
師
に
か
か
っ

て
専
問
的
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。カ
ゼ
に
う
ち
か
っ
冬
の
食
べ
も
的

乾
布
摩
擦
な
ど
で
皮
膚
を
鍛
、
ぇ
、
食

べ
物
は
ビ
タ
ミ
ン
A
と
C
を
た
っ
ぷ
り

と
っ
て
カ
ゼ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
A
や
C
を
多
く

含
ん
で
い
る
野
菜
は
緑
黄
色
野
菜
で
す

代
表
は
ほ
う
れ
ん
草
で
す
。
ま
た
ブ
ロ

ツ
コ
リ
ー
や
だ
い
こ
ん
に
は
ビ
タ
ミ
ン

C
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
い
こ

ん
は
お
ろ
し
に
し
て
生
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。
く
だ
も
の
で
は
み
か
ん
で
す
。
み

か
ん
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
の
ほ
か
に
へ
ス

ベ
リ
ジ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
い

お
り
、
毛
細
血
管
の
浸
透
圧
を
調
節
し

ま
す
の
で
、
動
脈
硬
化
の
予
坊
に
も
役

立
ち
ま
す
。

ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
の
人
と
は

・
寝
た
き
り
の
状
態
の
人
は
、
樟
害
の

程
度
に
よ
り
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け

た
人
を
い
い
ま
す
。
六
五
歳
以
前
か
ら

寝
た
き
り
の
人
は
、
六
五
歳
に
な
っ
て

認
定
を
受
け
た
臼
の
翌
月
、
ま
た
六
五

歳
以
上
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
人
は
認

定
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら
(
い
ず
れ

も
月
の
初
日
が
認
定
日
な
ら
そ
の
月
か

ら
)
若
人
保
健
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
o
F
 

健
康
保
険
の
受
給
資
格
が
変
更
に
な

っ
た
と
き

お
年
寄
り
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
資
格
が
扶
養
者
の
退
職
や
転
職
で

変
っ
た
場
合
は
必
ず
、
住
民
課
の
老
人

医
療
相
当
窓
口
へ
変
更
届
を
提
出
し
て

下
さ
い
。
七
十
歳
に
な
っ
て
も
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
老
人
保
健

医
療
に
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
老
人
医
療
費
を
老
人
保
健
と
健
康
保

険
と
で
負
担
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
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冬
空
も
す
っ
か
り
晴
れ
あ
が
り
、
比

較
的
暖
か
な
絶
好
の
風
上
げ
呂
和
と
な

っ
た
去
る
1
月
間
日
(
日
)
、
第
3
回
大

洗
凧
上
げ
大
会
が
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
を

会
場
に
媛
大
に
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
洗
町
・
町

教
育
委
員
会
・
前
観
光
協
会
・
町
商
工

会
・
大
洗
水
族
館
等
で
構
成
す
る
大
洗

田
川
上
げ
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て

行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

午
前
8
時
却
分
の
受
付
開
始
と
同
時

に
、
幼
児
を
含
む
小
学
生
低
学
年
の
部

か
ら
高
校
・
一
般
の
部
ま
で
、
航
づ
く

らあおお

、ち l

り
を
愛
好
す
る
九
一

O
名
の
人
々
が
続

々
と
申
し
込
み
、
昨
年
の
一
・
五
倍
を

上
廻
り
、
人
出
も
一
、
一
ニ

O
O名
の
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
は
別
掲
4
部
門
に
分
か
れ
、
地

上
審
査
を
終
、
え
た
午
前
日
時
、
打
上
げ

花
火
を
合
図
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら

し
た
角
だ
こ
・
ダ
イ
ヤ
だ
こ
・
連
だ
こ
・

鳥
だ
こ
等
色
彩
も
震
か
な
凧
が
一
斉
に

あ
げ
ら
れ
、
壮
観
を
呈
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
長
さ
一
三

O
米
も
あ
る

大
ム
カ
デ
連
凧
や
ゴ
ミ
袋
を
利
用
し
た

長
さ
8
米
の
う
な
ぎ
凧
、
更
に
は
却
墨

敷
大
凧
ま
で
も
が
登
場
し
、
そ
の
奇
抜

な
ア
イ
デ
ア
が
人
目
を
ひ
い
て
い
ま
し

鶏
づ
く
h

ソ
の
間
関
野
苔
ん

再
び
高
松
宮
脳
陣
勝
賞
を
獲
縛

金
本
鶴
詑
連
盟
金

(3)第182号

去
る
日
月
初
日
、
石
川
県
金
沢
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
包
囲
全
日
本
菊

花
連
盟
全
国
大
会
で
、
大
洗
町
成
田
町

山
番
地
・
岡
野
茂
穂
側
さ
ん
が
、
全
国

大
会
最
高
位
の
菊
花
に
贈
ら
れ
る
高
松

宮
妃
殿
下
杯
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ボ
ン
賞

を
、
昨
年
に
引
き
続
き
2
年
連
続
し
て

受
賞
さ
れ
、
更
に
、
厚
生
大
臣
賞
を
も

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
菊
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
唯
一

の
権
威
あ
る
大
会
で
、
全
国
か
ら
菊
愛

好
家
千
六
百
人
が
参
加
し
、

U
部
門
に

そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
菊
六
百
鉢
を
出
品
し

競
わ
れ
る
も
の
で
す
。

文
字
ど
お
り
η
菊
づ
く
り
日
本
ア
と

な
っ
た
間
野
さ
ん
は
数
点
を
出
品
し
、

ふ一品

福
助
づ
く
り
・
厚
物
・
色
も
の
の
部
に

出
品
し
た
か
兼
六
香
菊
。
が
高
松
宮
妃

殿
下
杯
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ボ
ン
索
、
福

助
づ
く
り
・
厚
物
・
自
・
黄
の
部
に
出

品
し
た

J
衆
六
白
菊
。
が
厚
生
大
臣
賞

と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
連
続
2
国
の

最
高
位
受
賞
は
大
変
め
ず
ら
し
く
、
立

派
な
記
録
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

妃
殿
下
杯
を
手
に
し
な
が
ら
、
問
問
野

さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
連
続
3

回
受
賞
と
い
う
今
ま
で
だ
れ
も
手
に
し

な
い
新
記
録
に
挑
戦
す
る
た
め
次
年
度

も
頑
張
り
た
い
J

」
と
今
か
ら
熱
い
闘
志

を
み
な
ぎ
ら
せ
、
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
た
。岡
野
さ
ん
が
所
属
す
る
大
洗
町
菊
花

た
。
ま
た
、
今
回
は
じ
め
て
の
試
み
と

し
て
、
熱
い
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

冷
え
き
っ
た
体
も
暖
ま
り
、
参
加
者
皆

さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
次
の
方
々
か
ら
材
料
の
無
償
提
供

の
奉
仕
が
あ
り
ま
し
た
。

肉
初
旬

1
万
波
食
肉
庖
(
永
一
則
)
・
野

菜
類
6
種
類
似
均

1
大
洗
那
珂
湊
青
果

市
場
組
合
・
味
噌
叩
い
時

1
新
屋
沼
庖
(
明

神
町
)
・
こ
ん
に
ゃ
く
叩
枚

l
菅
間
こ
ん

に
ゃ
く
応
(
永
町
)
・
豆
腐
叩

T
I加
藤

豆
腐
蔚
(
通
り
町
)
・
割
ば
し
淵
本

1
民

荷
な
つ
み
犀
(
大
貫
上
指
)

大
洗
風
上
げ
大
会
入
賞
者

小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
須
田
泰
広
(
磯
浜
小
3
年
)

準
優
勝
皆
藤
は
る
み
(
磯
浜
小
2
年
)

第
3
位
大
蔵
夏
志
(
滑
川
小
1
年
)

第
4
位
石
回
千
春
(
磯
浜
小
3
年
)

第
5
位
新
日
ま
す
み
(
中
ニ
小
3
年
)

小
学
校
高
学
年
の
部

愛
好
会
の
皆
さ
ん
に
も
大
き
な
励
み
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
洗
暫
欝
花
展

入
賞
者
決
ま
る

菊
花
栽
培
に
丹
精
さ
れ
る
大
洗
町
菊

花
愛
好
会
(
海
老
沢
好
一
会
長
)
の
皆

さ
ん
方
に
よ
る
憶
例
の
大
洗
町
菊
花
展

が
昨
年
目
月
幻
臼
か
ら
日
月
お
日
ま
で

の
1
ヶ
月
間
、
大
洗
町
役
場
前
、
大
洗

磯
前
神
社
、
老
人
憩
の
家
の
各
仮
設
良

一
示
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
出
口
問
者
ご
自
慢
の
大
菊
、
だ

飯
島
淳
(
磯
浜
小
5
年
)

安
達
晴
美
(
東
成
井
小
6
年
)

幸
田
修
(
夏
海
小
6
年
)

米
川
正
人
・
大
井
直
樹

1
共

同
作
(
夏
海
小
6
年
)

第
5
位
小
野
瀬
秀
二
(
夏
海
小
5
年
)

中
学
生
の
部

優
勝
和
田
陽
(
大
洗
南
中
2
年
)

準
優
勝
小
泉
美
保
(
大
洗
一
中
1
年
)

第
3
位
関
根
亜
希
子
(
大
洗
南
中
4BEEP-A

年
)

第
4
伎
稲
葉
進
司
(
大
洗
一
中
1
年
)

第
5
位
荻
沼
雅
美
(
大
洗
一
中
1
年
)

高
校
。
一
般
の
部

優
勝
鴨
志
田
哲
夫
(
宇
都
宮
市
)

準
優
勝
藤
沼
勝
次
(
大
洗
町
)

第
3
位
大
蔵
二
三
男
(
日
立
市
)

特
別
賞
松
井
勲
(
阿
見
町
)

H
H

消
防
第
7
分
団
(
大
洗
町
)

第第準優
4 3 f憂
位位勝目券

大
洗
町
消
隣
国
出
初
め
式

新
春
恒
例
の
大
洗
町
消
防
団
の
出
初

式
が
去
る
1
月
7
日
午
前
日
時
か
ら
、

お
だ
や
か
な
日
和
の
な
か
大
洗
埠
頭
用

地
内
で
小
幡
県
議
を
は
じ
め
大
勢
の
来

賓
を
迎
、
ぇ
、
勇
壮
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
は
大
洗
町
消
防
団
(
谷
田
部

土
口
蔵
団
長
・
団
員
制
名
)
が
団
員
の
士
気

の
高
揚
と
町
民
に
対
す
る
防
火
思
想
の

普
及
を
困
る
た
め
毎
年
行
う
も
の
で
す
。

式
典
は
、
国
旗
掲
揚
で
初
ま
り
人
員

及
び
機
械
器
具
の
報
告
、
通
常
点
検
、

機
械
器
具
の
点
検
、
竹
内
町
長
式
辞
、

表
彰
、
退
職
者
謝
辞
、
来
賓
祝
辞
、
谷

田
部
団
長
答
辞
等
滞
り
な
く
進
行
し
分

新
春
一
月
十
五
日
、
世
例
の
大
洗
町
叫

成
人
式
を
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
者
は
二
八
一
名
(
男
一

三
五
名
、
女
一
四
六
名
)
で
、
式
典
に

は
二
四
四
名
が
出
席
し
、
男
性
は
ス
ー

ツ
、
女
性
は
和
装
の
方
々
が
多
く
式
場

は
明
る
く
は
な
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

式
は
、
大
久
保
効
役
の
閉
式
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
小
嶋
宏
美
さ
ん
(
大
貫
)

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
君
が
代
を
全
員
で
斉

唱
し
、
続
い
て
大
洗
町
民
憲
章
の
朗
読

を
米
川
悦
子
さ
ん
(
磯
浜
)
が
行
い
ま

し
た
。
次
に
竹
内
町
長
か
ら
、
成
人
を

祝
い
、
親
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
と
社

会
人
と
し
て
立
派
な
行
動
を
と
ら
れ
る

よ
う
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
成
人
を
代
表

る
ま
造
、
福
助
、
懸
崖
な
ど
色
と
り
ど

り
に
咲
き
誇
っ
た
菊
花
が
棄
や
か
に
美

を
競
い
A
ロ
い
、
参
観
者
の
自
を
う
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、

日
月
出
自
大
洗
磯
前
神
社
で
行
な
わ
れ

た
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
叩
圏
大
洗
吋
菊
花
展
入
賞
者

(
順
不
同
)

大

賞

政

男

小
野
瀬
光
正

{
鼠
施
進

鴨

川

正

雄

し
て
広
瀬
昌
彦
君
(
大
貫
)
に
成
人
証

書
及
び
記
念
品
(
国
語
辞
典
)
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
全
員
が
起
立
し
、
大
川
一
土
入

者
(
磯
浜
)
か
ら
、
公
民
と
し
て
自
己

の
研
讃
に
つ
と
め
社
会
の
繁
栄
に
努
力

し
ま
す
と
い
う
二
十
歳
の
決
意
の
宣
誓

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
大
洗
名

誉
町
民
小
幡
五
朗
県
議
会
議
員
及
び
、

菅
原
弥
町
議
会
議
長
か
ら
祝
福
と
激
励

の
祝
辞
が
あ
り
、
ま
た
、
県
知
事
か
ら

の
新
成
人
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
沢
収

入
役
が
代
読
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
出
席
さ
れ
た
来
賓
の
紹
介

と
祝
電
披
露
が
あ
り
、
終
り
に
菊
池
友

子
さ
ん
(
磯
浜
)
か
ら
、
町
民
憲
章
を
心

に
刻
み
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
果
し
て
ゆ
き
ま
す
と
謝
辞
を
述
べ
、

田
口
教
育
長
か
ら
閉
会
の
こ
と
ば
が
あ

り
式
典
は
と
ど
こ
お
り
な
く
厳
粛
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

ざ
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
、
7
ご

杉

山

晴

茂

藤
沼
勝
次

莱

泊

敏

行

井

上

幸

夫

加
部
東
光
子

飯
島
甘
世
一

米
川
ふ
さ
子

米

川

勝

美

菜

俣

文

歳

鈴
木
こ
と

列
行
進
後
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
で
放
水
試
験

が
行
な
わ
れ

g
程
を
終
了
い
た
し
ま
し

た。
ま
た
本
年
も
年
次
毎
に
整
備
さ
れ
て

い
る
ま
と
い
が
竹
内
町
長
よ
り
第
一
二
分

団
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
火
の
元
に
は
充
分

気
を
つ
け
て
、
火
事
の
な
い
明
る
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

成
人
式
に

北
酒
遵
牒
行

ブ
レ
、
セ
ン
ト

日
本
沿
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
及
び

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
か
ら
、
フ

ェ
リ
ー
北
海
道
旅
行
招
待
と
い
う
ビ
ッ

グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
成

人
式
終
了
後
抽
せ
ん
会
が
行
わ
れ
歓
声

の
な
か
次
の
七
名
の
成
入
者
が
当
選
し

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
鞠
米
国
支
庖
長
か
ら

北
海
道
旅
行
の
キ
ッ
プ
を
手
渡
さ
れ
、

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
し
た
。

O
日
本
沿
海
フ
ェ
リ
ー
附
招
待

(
大
洗
i
苫
小
牧
往
復
一
等
船
室
ベ
ア
)

根

本

一

昭

殿

二

丁

目

)

米
川
久
代
殿
(
古
宿
)

O
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
鮒
招
待

(
大
洗
i
室
薦
往
復
特
等
船
室
ベ
ア
)

菅
谷
友
利
子
殿
(
蔵
前
)

菅

谷

敏

克

殿

(

角

二

大
川
秀
俊
殿
(
一
丁
目
)

横
須
賀
絵
美
殿
(
祝
町
)

大
部
寛
子
殿
(
髭
釜
)

者
令
基
礎
年
金
の

繰
げ
請
求
は
標
重
に

国
民
年
金
の
保
験
料
は

志
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

老
齢
基
礎
年
金
は
、

保
険
料
を
二
五
年
か
ら

四
0
年
間
納
め
ら
れ
た

期
間
に
よ
り
、
六
五
歳

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

六
O
歳
か
ら
繰
り
上
げ

て
年
金
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ

請
求
を
さ
れ
ま
す
と
、

希
望
す
る
年
令
(
六

O
歳
か
ら
六
四

歳
ま
で
)
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

年
金
額
が
一
生
減
額
さ
れ
ま
す
。

雲る 希等

一二二五回 れる j客成真
%。%八%五%%一 E手さ

% (八八七六五 れ支

%九 %O%一五%%入 率る 幸さ合

昭
和
六
一
年
四
月
か
ら
、
国
民
年

金
の
保
除
料
の
納
付
方
法
が
年
四
国

(
三
ヶ
月
分
)
か
ら
、
毎
月
払
(
毎

月
納
付
)
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
だ
保
険
料
を
納
め
て
な
い
方
や

さ
ら
に
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
期
間
が
あ
る
方
は
、
大
変
に
不
利

と
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
い
う
の
は
、
六

O
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年

金
が
、
老
令
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請

求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
六
五
歳
に
な
る

ま
で
支
給
停
止
に
な
る
た
め
で
す
。

老
令
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
を

さ
れ
る
と
き
は
、
よ
く
考
え
て
慎
重
に

請
求
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
年
金
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し

た
い
と
き
は
、
役
場
年
金
係
(
電
話
六

七
|
五
一
一
一
内
線
五
一
ニ
)
ま
で
お
間

合
せ
く
だ
さ
い
。

納
め
が
お
く
れ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
障
害
者
や

母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
や
年
を
と
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
支
給
し
て
生
活
を

支
え
る
こ
と
を
呂
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
保
険
料
を
末
納
の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
大
変
不
利
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度

お
手
元
に
あ
る
納
付
書
(
年
一
回
。
四

月
に
届
け
で
あ
り
ま
す
。
)
を
お
謂
べ
く

だ
さ
い
。
も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。



県民主さ通災害共済!こ加入しましょう/
2月 1日より62年度加入受付開始

大洗町における交通事故は昭和61年中91件発生し、死者3名ー傷者は130人
になっております。
原閣は、わき見運転ー飛び出し事散が:最も多く、内幸子としては青年ー婦人
ドライパーや二輪車内速度違反・一時停止等により増えている現況です。
61年君主的大洗町内共済加入者数は6，007人(12月末現荘28_04%)ですが、
この内30人的方が共済金を受けております。
万ーの場合に備え、家族全員が県民交通災害共済に加入しましょう。
1 共済期間/昭和62年 4月 1日より昭和63年 3月31日の 1年間
2 会 費 /1年間大人 900問中学生以下 500円(547.4_2以降出生者)
3 見舞金/死亡/100万円最高傷害/30万円身障見舞金/50万円

4_対象となる交通事故
① 道路上を遂行中の自
動車・バイク・自転車
等の接触・衝突・転手菩 e
転覆などの事故による
死傷。(例えば二L輪車・
自転車に乗って転倒し
た持、歩行中自転車に
より接触された場合
や自転車後部座席の足
の巻き込み事故等も含
まれます。)
② 踏切道における電車

等との接触・衝突・その他これに類する人の死傷。
5_方自入申込方法/別紙「加入申込書Jと「会事者Jを添えて大洗町役場総務課
交通係又は、下記の日午呈で出張加入受付場所に申込んで下さい。(印鑑不用)
揺申込書が 2枚以上の場合は 2枚共お持ちヤきい。申込書トは切り離したり
汚したりしないで下さい。
6- 出張加入受付回程/(都合の良い場所で手続をして下さい)

月日(磁)I 主義 月斤 j 時 間| 町 内 容i

3月百日(月)1第 1分団詰所 19 :30-16:00 1明神町・一丁目ー二丁目

10日(刈 i第 5分国語所 1 "寺釜・舟波・歳前・上宿・中宿

118v1<) I第 2分団詰所 1 " 1仲町金沢町・事;r1l!J-通町

12臼附 j角一集落センター I " I北清水-，事清水角一・原初f作宅
13臼樹|髭 釜 会 館 "永I!IJ・髭霊長町

|第 7分団詰所 19 :30-12:00 1 ;夏海地区
16日明)

l 第 8分団詰所 I13:30-16:00 I神山・)11口
第 4分団詰所 19 :30-16:00 1祝町地区
東光台地区公民館!日 :30-12:00I東光台地区
松111集落セン;7-113:30-16:00 1松川地区

全加入者の共済期間が 3月31日で終了します。
お早自に加入手続をしましょう/

団体て加入する方法(職場内10名以上・学校単位)もありますので下記にご相談下さい。
@お潤合せは、大洗町役場(総務課・交通係愈67-5111@26番)へ
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1 チE 亡 100万円
2 治療実践数181日以上の障害 30万円
3 治療実包数151臼以上向障害 25万円
4 治療実包数1218以上の11章害 20万円
5 治療実日数 918以上の燈害 15万円
6 治療実日数 61日以上の障害 10万円
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17日がd

18日やN

-2丹分行事予定章受
開催場所凶| 催 事 内 容

大会議室|手T喜重三襲霊長思2三民主義主聖書居室中校P
57と常警|磯節日本一を決める予選会
すハニナノレ韮|音楽協会会員によるコンサート

大会議案

大会議室

大会議室

ホ

運転免許所有者で更新のための講習会

大洗文化セン
{寵事名

大洗町内小中校PTA指導者講習会

第 8閲磯節金問大会予選会

第 3 回町民コンサート

青色申告会確定申告とりまとめ会

運転免許証更新時講習会

所得税確定申告取りまとめ指導会

ぬいぐるみ駁「ジャ yクと豆の木J

開始時間

13 : 30-

10 : 00-
10 : 00-

9 : 00-

9 : 00-

9 : 00-

13 : 00-
9 : 00-
1宮is10:00-
2苦s14:00-

2月15日(日)

2月24日(火)

2月25日(7j()

2月258(フck)
26や村， 27日佐詰

2月288(土) 大洗文化センタ 主催によりぬいぐるみ艇を催すノ、
ラハラドキドキのゆかいなジャック少年の冒険話しj" 

金綴 lIlT名 寄付表(代表者名) 金綴 lIlT名 寄付者(代表者名) 金額 lIlT名 寄付者(代表者名)

5，000 1日月0字申悶E了E 小沼吉夫 5，000 友会代表本多保雄 10，000 大洗くらしの会

5，000 オ4く陣E7E 前島友三 10，000 涛友会代表小沼昇 10，000 大洗南中学校

53，777 
書生事富美部会童(青年部

63，000 チミ2光会{と来ll:葎"イ糸勺且佳雲乏子 本勢 毘券 さも 13，445 大賞小学校

36，750 2迂 均支ヰ三 「コJや 10，000 坂本文芸主底 33，750 l機浜婦人会代表櫛山美代子

14，870 商工会観光 旅去三E館組j合I!_j民ニ宿組イ受合注)玉三 10，000 二一号長会代表大賞美喜男 10，000 ヰ2じ~i-'f7:区K 鈴木美代吉

10，000 明正会代表関線平吉 10，000 ニ北詰守泣く一一IZイ留℃7妥1均乏妥詮{瑚オ「良 d官、3之 8，596 夏海婦人会代表団口その江

1 ，352 南清水 水島香 8，290 母子福祉会イつ勺君く主をしノグj〉、合柑Lトシヲこ 7，471 祝町小学校児童会

20，000 ブミ二千先メL魚羊糸乱壬f-IOケ差是 オミコト寸 尋重喜一一 50，000 業見玄と静内率見良守護イベ写乙翠会長乏信託ノj、霊堂T坤仇一一三三 100，000 コk::~先主主主主交士会員イ且長ペ良こ協ヨ壬ミ言、 a 弓き有文

10，000 ブミこす先菓子一二E当刊を誌.Jl隻壬ミトラ月二 川 守= 10，000 大洗町今左京交議イペ迄こ云剤安師妥移詮ミ!日百一一良R 32，450 
奈充言十il1>l笠正孝さ 誌義妥キ当ζ? 

イ℃査チくi瞳博子
10，000 大洗製ノぐンTイBt，乏同乏組合〆j、干召メミ一一良広 20，000 滝口保育園父母の会 40，941 常陽銀行大洗支庖

10，000 東光台 清野寿子 20，000 滝口保育歯長 滝口立子 3，000 東光台 川{芙清

17，401 オlミ EEEI 半田好一 7，100 大 吉E 10，000 来光台 111 i美 i青徳
10，000 大洗町選挙管理委員会 10 ，000 大洗薬業会代表関沼一郎 100，000 大洗タ ミナル株式会社

10，000 オ7く釘EIE nl':間三男四 30，000 大洗町背小年相談員連絡協議会 50，000 大洗土車頭株式会社

100，000 合資会社大進 50，000 ブζ才免才酉艮反*且モィー℃ト査 ブミこ久イ果英宏!t 64，918 日本原子力研究所大洗研究所

20，000 コIcm釘丁アニCZfこニtィ差是、ラミ三初ノ¥、ミみ手斗召正壬ケ去とメミ!ls 1，880 大洗町役場税務課 10，000 大洗一中生徒会

10，000 大洗留了身イ本イ町ミ7笹事長;:-掌雪花手日孟教程上ヨ協毎釜ZミZ?玄詮 10，000 ブミ洗芭お鼠ク代ラ表τf 小沼 子仙 18，515 町立第一保育所

10，000 垂2ZEY尺E llJ戸フミ子 10，000 一五会代表桧山芳和 50，747 動力炉核燃料開発事業団

62，632 号月寿会 代表高橋兼吉外87名 5，000 みとや洋品底 10，000 コた;先育会淫差工カv業イイスベベ乙協己Z妥表9同乏乏'J:告組合F均毘支背本2尺壮 ク夜、ラた
10，000 旬8月字0司3拘留1丁 高矯兼吉 30，000 倫理研究所大洗地区会 15，000 大洗水産加 年争部谷イ呆

10，000 ミ9きた 室E互主 小沼清治 50，000 大洗7 ラワイーt差ス是タ田ンプ山f合申三三良日 12，230 {恵霊ミ丸冷凍従業員一向

3，000 松寿会代表深作進一 10，000 大洗わんさ会代表 EB崎誠 20，000 大洗活気館代表鶴岡勝明

10，000 t晶 fi朝t是正壬=rEE1i i主F主主た良区タキ17名 16，023 桂 会代表芯鳥微光 20，022 明石保育濁児一同

10，000 岩城印刷所 10，328 大賞婦人会代表高野みね 10，000 新町 明おウタ

10，000 オ1く 悶区了 高崎誠寿 30，000 奥左衛門蕗1苫代表関藤四郎 18，338 大j先海洋少年団代表菅谷拾

36，000 大洗町民生委員協議会 10，000 サンワ電器 1，788 常務銀行大洗支応

10，000 大房会代表山崎好雄 51，046 磯浜小学校児童会 10，000 石山修

16，130 銀摩美容室 5，000 明神町旅行会代表関根猛 10，000 茨交大j先ホテル

20，000 7 ルハ7 水産海野繁夫 31，973 7 ミーさかげん 10，000 恵、泉保育園保護者会

10，000 新5の1 茂木清文 20，000 大洗常澄飲イ宜セ云庸安組合易罰ホ盟主主c;又良fl 20，000 王宮、泉保育関

150，000 活光院壇徒一伺 10，000 ひかりカメラ1苫 中山光明 10，000 大貫恵泉教会

50，000 大洗ライオンズクラブ 10，000 ひじり保育濁父母の会 5，000 恵泉保育閤職員一閃

20，000 大洗ライオネスクラブ 10，000 ひじり保育園職員一向 50，000 ヅd先サーピイスー℃壬云受詮 再三5オミ二 一一良区

10，000 髭10の2 原田締 5，960 夏海小学校

3，000 神山寿会代表井上幸夫 64，350 大洗ゴルフ倶楽部

10，000 東町商庖会代表本多保雄 10，770 1同月1サグ申〉翻2丁 小松崎みつ
メ口入 量ili卜 1051'牛 2，316，843円

心暖る義接金

金3丹

「
み
ん
な
揃
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
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ょ
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と
、
毎
年
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施
し
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お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
町

民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
皆
様
方
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暖

か
い
ご
浬
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と
ご
協
カ
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よ
り
、
大
き

な
笑
績
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お
り
ま
す
が
、
今
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総
額
二
、
一
一
一
二
ハ
、
八
四
三
円
の
多
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の
義
損
金
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
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こ
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損
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損
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通
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人
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ー
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、
障
官
官
児
者
施
設
、
児
童
養
護
施

設
入
所
者
に
対
し
て
は
郵
送
に
て
配
分

致
し
ま
し
た
。
配
分
を
受
け
ら
れ
た
人

々
よ
り
は
皆
様
方
の
善
意
に
深
く
感
謝

さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方

に
は
別
途
報
告
書
に
よ
り
配
分
完
了
の

ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
尚
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。


